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舘
静
馬
委
員
︵
自
民
︶　

福
島
第
一
原
発

事
故
の
風
評
被
害
に
苦
し
む
県
内
の
一
部

の
事
業
者
に
対
し
、
東
京
電
力
が
一
方
的

に
賠
償
打
ち
切
り
の
通
知
を
出
し
た
が
、

打
ち
切
り
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
丁
寧
で

十
分
な
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
東
京
電

力
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

知
事　

個
別
の
事
業
者
の
実
態
を
よ
く
調

査
し
、
損
害
と
事
故
と
の
相
当
因
果
関
係

を
適
切
に
と
ら
え
た
上
で
協
議
に
臨
む
と

い
っ
た
丁
寧
な
対
応
を
求
め
て
い
く
な
ど
、

す
べ
て
の
被
災
者
が
十
分
か
つ
迅
速
な
賠

償
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
国
や

東
京
電
力
に
働
き
か
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
立
中
学
校
及
び
県
立
中
等
教

育
学
校
に
お
け
る
教
科
書
選
定
も
質
問
）

青
山
大
人
委
員
︵
民
主
︶　

日
本
一
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
整
備
に
向
け
て
、「
つ

く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」
と
現
在
整
備
中

の
霞
ヶ
浦
北
岸
に
加
え
、
南
岸
に
も
コ
ー

ス
を
整
備
し
、
総
延
長
百
七
十
六
キ
ロ
の

コ
ー
ス
を
提
案
す
る
が
。

企
画
部
長　

本
年
四
月
に
関
係
市
町
村
と

検
討
会
を
設
置
し
、
今
後
、
既
存
道
路
を

活
用
し
た
霞
ヶ
浦
一
周
ル
ー
ト
の
検
討
の

ほ
か
、
ト
イ
レ
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
、
日

本
一
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

（
ほ
か
に
、県
民
の
声
を
聞
く
た
め
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
普

及
促
進
な
ど
も
質
問
）

大
内
久
美
子
委
員
︵
共
産
︶　

県
は
国
に

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の
推
進
を
繰
り
返
し
要

望
し
て
い
る
。
事
業
を
推
進
す
れ
ば
、
事

業
費
の
大
幅
増
が
県
財
政
と
水
道
事
業
、

水
道
料
金
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
。

知
事
の
役
割
は
事
業
の
中
止
を
国
に
求
め

る
こ
と
だ
と
思
う
が
、
所
見
は
。

知
事　

霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
や
利
根
川
・

那
珂
川
の
渇
水
被
害
の
軽
減
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
事
業
完
成
を
前
提
に
暫
定
水

利
権
を
取
得
し
、
既
に
水
道
・
工
業
用
水

と
し
て
供
給
し
て
お
り
、
事
業
は
治
水
・

利
水
の
両
面
か
ら
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

中
止
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。

（
ほ
か
に
、
県
立
あ
す
な
ろ
の
郷
、
水
道

料
金
の
値
下
げ
な
ど
も
質
問
）

鈴
木
定
幸
委
員
︵
自
民
︶　

太
陽
光
発
電

な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
さ
れ

た
電
気
は
、
固
定
価
格
買
取
制
度
に
よ
り
、

有
利
な
価
格
で
の
長
期
買
い
取
り
が
約
束

さ
れ
た
。
県
民
が
広
く
こ
の
制
度
の
利
益

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
ど
う
図
る
の
か
。

企
画
部
長　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
制
度
に
よ
り
、
市
町
村
の
取
り

組
み
を
支
援
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
目
指
す
ほ
か
、
年
度
内
に
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
な
ど
、
地

域
・
県
民
の
利
益
と
な
る
よ
う
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
漫
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の
取

り
扱
い
、
枝
物
産
地
の
振
興
な
ど
も
質
問
）

神
達
岳
志
委
員
︵
自
民
︶　

自
動
車
盗
の

抑
止
対
策
と
し
て
、
千
葉
県
で
は
犯
罪
の

温
床
と
も
な
っ
て
い
る
ヤ
ー
ド
※
を
規
制

す
る
条
例
の
制
定
を
目
指
し
て
い
る
が
、

本
県
と
し
て
も
、
早
急
に
対
策
を
と
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

警
察
本
部
長　

ヤ
ー
ド
の
存
在
が
自
動
車

盗
多
発
の
一
要
因
で
あ
る
た
め
、
窃
盗
グ

ル
ー
プ
の
徹
底
検
挙
を
図
る
と
と
も
に
、

条
例
で
の
ヤ
ー
ド
の
規
制
に
つ
い
て
も
、

他
県
の
状
況
も
見
な
が
ら
検
討
す
る
な
ど
、

県
民
の
貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
、
総
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
本
県
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
に
向

け
た
体
制
の
整
備
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
強
靭

化
対
策
な
ど
も
質
問
）

八
島
功
男
委
員
︵
公
明
︶　

知
事
は
就
任

当
初
か
ら
教
育
問
題
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
教
育
問
題
に
触
れ
る
と
き
は
必

ず
道
徳
教
育
を
語
る
。
知
事
が
目
指
す
道

徳
教
育
と
は
何
か
。

知
事　

子
ど
も
た
ち
に
社
会
性
や
自
主
性
、

人
間
愛
な
ど
の
豊
か
な
心
を
い
か
に
し
て

培
っ
て
い
く
か
が
、
茨
城
だ
け
で
な
く
日

本
の
教
育
に
と
っ
て
何
よ
り
も
重
要
で
あ

る
。
今
後
も
児
童
生
徒
の
心
の
琴
線
に
触

れ
、
人
間
と
し
て
の
在
り
方
、
生
き
方
を

主
体
的
に
考
え
る
心
豊
か
な
茨
城
の
子
ど

も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設

等
災
害
復
旧
事
業
、
特
別
支
援
学
校
の
教

育
環
境
な
ど
も
質
問
）

臼
井
平
八
郎
委
員
︵
自
県
ク
︶　

ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
な
ど
に
登
録
さ
れ
、
本

県
が
世
界
に
誇
る
「
結
城
紬
」
の
需
要
の

開
拓
を
中
心
と
し
た
振
興
策
は
。

商
工
労
働
部
長　

新
た
な
需
要
の
開
拓
に

向
け
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
や
直
接
販
売
会
、

茨
城
・
栃
木
両
県
で
の
共
同
イ
ベ
ン
ト
な

　次回の、平成25年第4回定例会は、12月2日から16日まで
の15日間の会期日程で開催予定です。

◆
稲い

な　

葉ば　

貴た
か　

大ひ
ろ 

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
河
市
選
挙
区
）

　
　

農
林
水
産
委
員
会
委
員
に
選
任

ど
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。
貴
重
な
技

術
を
継
承
す
る
人
材
育
成
と
と
も
に
、
市

場
の
動
向
を
捉
え
た
製
品
づ
く
り
や
販
路

開
拓
な
ど
、
伝
統
の
継
承
と
産
業
振
興
の

両
面
か
ら
産
地
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機
と
し
た
県
保

有
地
の
販
売
促
進
、
県
自
然
博
物
館
の
充

実
な
ど
も
質
問
）

福
地
源
一
郎
委
員
︵
自
民
︶　

東
日
本
大

震
災
に
よ
り
、
本
県
の
財
政
状
況
の
悪
化

を
懸
念
し
て
い
た
が
、
将
来
負
担
比
率
は

平
成
二
十
三
年
度
と
比
べ
わ
ず
か
な
が
ら

改
善
し
た
。
ど
の
よ
う
に
し
て
将
来
負
担

比
率
を
改
善
し
た
の
か
。

総
務
部
長　

保
有
土
地
に
係
る
将
来
負
担

額
の
縮
減
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
毎
年

度
当
初
予
算
に
百
億
円
の
対
策
額
を
計
上

す
る
と
と
も
に
、
年
度
内
の
予
算
節
約
な

ど
に
よ
り
必
要
な
財
源
を
確
保
し
、
平
成

二
十
二
年
度
か
ら
の
三
年
間
で
約
六
百
十

八
億
円
の
対
策
の
前
倒
し
を
実
施
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
改
善
を
図
っ
て
き
た
。

（
ほ
か
に
、
財
務
諸
表
の
活
用
、
公
文
書

保
存
管
理
な
ど
も
質
問
）

　

九
月
八
日
の
茨
城
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
当
選
し

た
次
の
議
員
が
、
九
月
十
一
日
に
初
登
庁
し
、
そ
れ
ぞ

れ
次
の
常
任
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
人
事

◆
中な

か　

村む
ら　
　
　

修お
さ
む 

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
手
市
選
挙
区
）

　
　

土
木
企
業
委
員
会
委
員
に
選
任

◆
鈴す

ず　

木き　
　
　

聡さ
と
し 

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筑
西
市
選
挙
区
）

　
　

保
健
福
祉
委
員
会
委
員
に
選
任

ことば ※【ヤード】…自動車解体業の許可を受けた業者などが設置する使用済自動車の保管施設。近年、盗難自動車を海外に輸出する目的で部品に解体するなど、様々な不法行為
の温床となっている違法なヤードの存在が確認されている。

予 算 特 別 委 員 会

舘た
ち　

　
　

静し
ず
ま馬　︵

い
ば
ら
き
自
民
党
︶

青あ
お
や
ま山　

　

大や
ま
と人　︵

民　
　

主　
　

党
︶

大お
お
う
ち内　

久く

み

こ
美
子　︵

日
本
共
産
党
︶

鈴す
ず
き木　

　

定さ
だ
ゆ
き幸　︵

い
ば
ら
き
自
民
党
︶

神か
ん
だ
つ達　

　

岳た
け
し志　︵

い
ば
ら
き
自
民
党
︶

八や
し
ま島　

　

功い
さ
お男　︵

公　
　

明　
　

党
︶

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎　︵

自
民
県
政
ク
ラ
ブ
︶

福ふ
く
ち地　

源げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎　︵

い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者

月日 曜 議 事 予 定

12 . 2 月 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

3 火 休会（議案調査）

4 水 休会（議案調査）

5 木 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑）

6 金 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）

7 土

8 日

9 月 休会（常任委員会）

10 火 休会（常任委員会）

11 水 休会
（通学児童生徒の安全確保に関する調査特別委員会）

12 木 休会（決算特別委員会）

13 金 休会（議事整理）

14 土

15 日

16 月 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）

予 算 特 別 委 員 会

お知らせ

県議会の情報公開
　県議会情報公開制度は､広く
開かれた県議会の実現のため､
公文書を開示､提供する制度で
す。インターネットを利用した
開示請求もできるようになって
います。

お問い合わせ先

議会事務局総務課
TEL 029-301-5613
「いばらき電子申請・
　　　　　届出サービス」

※茨城県議会ホームページからも
　アクセスできます。 

https://www1.asp-ibaraki.jp/
e-home/SinseiPortal/toppage.do


